
新梢 直花 有葉花 総花

年次 (本／枝） （個／枝） （個／枝） （個／枝）

H20 2.3 0.9 0.9 1.8
H21 0.9 3.5 3.3 6.8
H22 2.9 2.1 0.3 2.4
H23 2.5 1.5 0.3 1.8
H24 1.1 0.8 2.3 3.1

「温州ミカンの着果対策」 

         （果樹試験場 池田繁成） 

 

本年の温州ミカンの着花については、前年の生理落果の多少により園地間のばら

つきが大きいと予想されます。全体的には裏年傾向の園地が多くなると思われます

が、前年に生理落果が多く着果量が極端に少なくなった園地では、二年連続で表年

傾向になることも考えられますので、園地ごとの着花状況に応じた着果対策の実施

をお願いします。 

１．水挿し調査における着花状況 

 果樹試験場内の生態調査樹で行っている水挿し調査結果を第１表に示しています。

裏年傾向であった平成二十年、二十二年と比較して総花数は多い傾向にありますが、

直花数は少なく有葉花が多い状況です。これらの結果や昨年の着花果の状況を考慮

すると、極端な裏年傾向とはならなくても、着花数はあまり多くないと考えます。 

 

第１表 果樹試験場内の生態調査樹における水挿し調査結果  

（早生温州 採取日：２／１０）  

 

 

 

 

 

 

 

 

２．裏年傾向の園地での結実促進対策 

 着花が少なく新梢の発生が多い園地では、生理落果を抑制し着果量を確保するこ

とが最も重要なポイントです。 

①  生理落果の抑制 

生理落果の多少に影響する要因を第１図に示しています。樹体要因では、栄養の

低下や冬季の落葉により結実に必要な時期の養分の供給量が少なくなるため、花器

と新梢の養分競合の原因となり落果を助長します。また環境要因としては、日照不

足や土壌の乾燥は光合成を低下させ、同化産物不足となるため落果を助長します。 

本年の着花量を増やすことはできませんので、高品質果生産を行うために、でき

るだけ生理落果を抑制し結実量を確保するような対策を行ってください。 
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